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本

論

菩

柴

敬

田
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が

き
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資

本

蓄

積

の

健

件

を

し

ら

ぺ

、

そ

こ

に

伏

在

す

る

恐

慌

の

諸

原

因

と

其

の

性

質

k
を

明

確

な

ら

し

め

る

の

が

、

本

稿

の

目

的

で

あ

る

。

尤

も

、

本

稿

は

、

此

の

問

題

を

全

班

に

亙

っ

て

取

扱

ふ

の

で

は

な

く

、

固

定

資

本

、

商

業

資

本

、

湖

占

、

貸

階

、

挫

す

〕

の

開

聯

じ

於

て

生

や

る

問

題

は

、

之

れ

ぞ

恰

換

す

芯

。

論

壇

を

官

軍

な

ら

し

な

る

潟

め

に

、

突

の

如

き

符

合

を

用

ひ

る

。

a
=
(貨
幣
一
単
位
常
り
の
生
産
に
要
ナ
る
第
一
種
販
の
生

産
手
段
白
量
)
、

3
同
(
貨
常
一
軍
位
嘗
り
の
生
産
に
要
ナ
る
第
二
種
類
の
生
産
手
段
目
量
)
、
m

J

(

貨
幣
一
回
単
位
常
り
の
生
産
に
要
す
る
勢
働
力
の
量
〉

♂
(
第
一
種
類
の
消
費
手
段
!
|
生
活
必
需
品
|
|
一
単
位
嘗
り
の
生
産
に
要
ナ
る
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
量
)
、

J
(第
一
種
類
の
消
費
手
段
一

単
位
常
り
の
生
産
に
要
す
る
第
二
種
類
白
生
産
手
段
の
量
〉
、
♂
〈
第
一
種
類
由
一
消
費
手
段
一
軍
位
常
り
の
生
産
に
要
す
る
勢
働
力
の
量
三
Q
E
(
第
二

種
類
の
消
費
手
段
|
|
者
修
品
|
|
一
単
位
常
り
自
生
産
に
要
ナ
る
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
量
)
、
公
開
(
第
二
種
類
の
消
費
千
段
一
回
単
位
常
り
白

生
産
に
要
ナ
る
第
二
種
類
の
生
産
手
段
目
量
)
、

3
(
第
二
種
類
回
一
消
費
手
段
目
一
単
位
常
り
の
生
産
に
要
ナ
る
労
働
力
の
量
)
、

F
(第
一
種
類
の
生

産
手
段
一
単
位
常
P
O
生
産
に
要
す
る
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
量
)
、

P
同
〈
第
一
一
極
敬
白
生
産
手
段
一
草
位
嘗

p
の
生
産
に
要
ナ
る
第
二
種
類
回

生
産
手
段
目
量

Y

Y

(第
一
種
類
白
生
産
手
段
一
車
位
蛍
り
の
生
産
に
要
ナ
る
肺
労
働
力
の
量
)
、

F
〈
第
二
種
類
白
生
産
手
段
一
単
位
蛍
り
の
生
産

に
要
ナ
る
第
一
種
類
白
生
産
手
段
目
量
)
、
官
自
(
第
二
種
類
白
生
産
手
段
一
阜
位
蛍
り
の
生
産
に
要
す
る
第
二
種
類
の
生
産
手
段
の
量
〉
、

rM
〈
第
二

種
類
の
生
産
手
段
一
単
位
営
り
白
生
産
に
要
ナ
る
抽
労
働
力
の
量
)
、

3
(第
一
種
類
の
消
費
手
段
の
債
格
Y
3
(第
二
種
類
白
一
消
費
手
段
白
一
債
格
)
、

F
(第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
債
格
)
、
ど
〈
第
三
種
類
の
生
産
手
段
の
債
格
)
、
ニ
(
勢
働
力
の
債
格
)
、

F
、
(
鈴
剰
債
値
率
)
、
目
、
(
平
均
利
潤
車
中
〉

♂
〈
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
縛
生
産
量
)
、
♂
(
第
二
種
類
の
生
産
手
段
の
塊
生
産
量
)
、

3
(第
一
種
類
の
消
費
手
段
の
総
生
産
量
)
、

Z
問、(第一

資

木

第
一
披

蓄

積

i~ 

第
三
十
七
巻

例へは、O(;Jl'=きE言ふ事は、貨幣一車位首りの生産に、第一種類の生産手段
仰jへば石原正を昔斤要ナる事を示ナ。かむ単位岨;執r..:よワて又、習慣によって
異しそれは、どう切であつでも、木稿の所論に~1響じない。~、例へば機械
お個と首」、が主日〈、それだけを取'ヲて見Aれは?、無意味に思はれる志のも、或

物を 3寓偶作るのに機械10個を消耗ナ晶司王の縮聞として、意味を有ナるので
ある。



資

木

E品

積

第
三
十
七
巻

第
一
蹴

蓄

種
類
白
粉
賀
手
段
に
鞠
ナ
る
資
本
家
の
縛
需
要
量
)
、
三
第
二
種
類
の
消
費
手
段

l
lそ
れ
は
資
本
家
の
か
需
要
す
る
も
の
と
想
定
す
る
|
|
の
総

生
産
量
〉
、
同
〈
生
産
手
段
生
産
部
門
)
、
て
(
第
一
種
類
の
生
産
手
段
の
生
産
部
門
)
、
ミ
〈
第
二
種
類
の
生
産
手
段
の
生
産
部
門
)
、
口
(
消
費
手
段

庄
産
部
門
)
、
口
、
(
第
一
種
類
の
消
費
手
段
の
生
産
部
門
)
、
口
、
、
(
第
二
種
類
の
消
費
手
段
の
生
産
部
門
)
、
め
て
の
ヘ
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喝
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ヘ
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、
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国
、
・
目
、
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る
不
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量
)
、

hvp-hV(UM
、・
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♂、、
w
h
v
♂
-
h
v
♂、・

hv(川崎、、〈
F
-
、・目、
J
H
F
-
戸
、
噂
口
、
、
に
於
け
る
自
ら
の
徐
剰
侠
値
を

以
づ
て
ナ
る
追
加
不
鑓
資
本
量
)
、

J

J

」
三
、
、
岨
♂
ぐ
ヘ
M

4
回、、(『切』
J

阿
六
戸
]
H
J
口
元
に
於
け
る
可
獲
資
本
量
)
、

h
v
J
h
v
J
、・

k
r
J
E
"
h
v
J唱

え
ム
J
E
(
H
W
同
二
、
よ
亡
目
、
u
H
Hと
に
於
け
る
自
b
の
品
開
剰
償
値
を
以
づ
て
ナ
る
逗
加
可
獲
資
本
季
、
山

mt
四
百
に
於
け
る
倹
剰
債
催
中

同
の
不
灘
、
従
ハ
ノ
て
、
一
吋
漣
資
本
の
逗
加
に
あ
て
ら
れ
る
量
)
、
市
川
H

円
一
円
。
に
於
け
る
依
刺
債
値
申
、
口
の
不
醐
盟
、
従
っ
て
、
可
襲
資
本
白
追
加

に
あ
て
ら
れ
る
量
)
、

3

・
3
J
E
H
E・
3

・
3
J
百
九
ハ
ア
円
J

ミ
u
H
f
回
目
(
口
、
、
に
於
け
る
鈴
剰
償
値
量
)
、

f
w
F
A
-
J
-
F
r
ヘ・
7
凶ミ(『
-
1・

コ
『
て
コ
誌
に
於
げ
る
倹
剃
伺
催
中
、
資
木
山
市
め
消
賀
F
K
あ
て

b
れ
る
民
)

資
本
菩
粛
の
問
題
に
は
、
蓄
積
白
瞳
の
問
題
と
、
菩
積
に
伴
っ
て
生
産
力
の
麗
化
の
行
は
れ
る
場
合
の
問
題
と

が
あ
る
。
後
者
は
、
都
合
に
よ
り
、
別
の
機
曾
に
譲
り
本
稿
は
専
ら
前
者
を
取
扱
ム
。
前
者
は
、
蓄
積
傘
の
差
異

の
問
題
と
、
或
る
菩
積
率
か
ら
他
の
蓄
積
率
へ
移
る
過
程
、
印
ち
蓄
積
率
の
慶
化
、
の
問
題
と
を
合
ん
で
ゐ
る
。

私
は
先
づ
、
準
備
の
鴻
め
に
、
蓄
積
奉
の
差
異
の
問
題
を
取
扱
ひ
、
・
択
に
そ
れ
を
基
礎
と
し
で
、
菩
積
率
の
麗
化

の
問
題
を
分
析
す
る
事
に
す
る
。

一
、
蓄
積
寧
の
差
異
の
問
題

現
賓
の
資
本
主
義
枇
舎
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
資
本
家
の
需
要
す
る
物
の
聞
に
於
け
る
比
率
(
需
要
比
宰
)
と

崎
労
働
者
の
そ
れ
と
は
異
り
、
又
、
各
種
の
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
各
種
の
生
産
手
段
の
聞
の
比
率
は
、
生
産
物

の
異
る
に
慮
じ
て
異
っ
て
ゐ
る
。
此
の
事
は
、
費
本
蓄
積
率
の
異
る
事
に
よ
る
諸
事
情
の
相
異
に
閲
し
て
、
特
殊

A. 
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には、生産債格に於けるそれぞれ白量を示す。
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の
問
題
を
提
供
す
る
・
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
費
本
蓄
積
率
の
相
異
に
閲
し
て
は
之
等
の
諸
問
題
か
ら
離
れ
て
色
向

ほ
問
題
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
そ
れ
も
諸
問
題
を
研
究
す
る
前
提
左
し
て
の
み
な
ら
今
、
ぞ
れ
自
身
に
於

て
も
研
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
石
。
従
っ
て
、
我
々
は
先
づ
、
費
本
家
の
需
要
比
率
と
勢
働
者
の
そ
れ
と
が
相

等
し
く
、

E
っ
、
各
種
の
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
各
種
の
生
産
手
段
の
聞
の
比
率
の
相
等
し
い
場
合
に
つ
い
て

資
本
蓄
積
率
の
差
異
の
問
題
を
把
握
せ
ん
と
す
る
。
資
本
家
の
需
要
比
率
と
崎
労
働
者
の
そ
れ
と
が
等
し
い
以
上
は
、

消
費
手
段
の
種
類
が
多
種
で
あ
る
事
の
持
つ
特
殊
の
問
題
は
め
ら
は
れ
て
来
な
い
の
で
あ
り
、
又
、
各
種
の
生
産

物
の
生
産
に
要
す
る
各
種
の
生
産
手
段
の
聞
の
比
率
が
何
れ
の
生
産
物
に
於
て
も
同
一
で
あ
る
以
上
は
、
生
産
手

段
の
栂
.
瀬
川
多
槻
で
め
品
事
の
持
つ
特
殊
の
問
題
は
J

め
ら
は
れ
ナ
ポ
ホ
な
い
。
倣
っ
て
、
こ
こ
-Y
の
問
問

r簡
慣
に

取
扱
ふ
鴻
め
に
は
、
我
々
は
、
生
産
手
段
色
消
費
手
段
も
各
々
二
種
類
で
あ
る
場
合
を
想
定
し
て
よ
い
わ
け
で
あ

る。
品
我
々
は
先
づ
、
費
本
の
債
値
構
成
が
各
生
産
部
門
に
於
い
て
相
等
し
い
場
令
を
想
定
し
業
の
場
合
に
つ
い

で
問
題
を
取
扱
ふ
事
に
す
る
。
卸
ち
今
般
hd
に、

f
n叩

"
m
M
H
F
3
4
"
J
H
ι
r
p
-
H叩
u
-
J
H
争

1
8
"
で
あ
る
と

す
る
。斯

く
の
如
き
場
合
に
於
て
は
、
貨
帯
、
消
費
手
段
、
及
び
生
産
手
段
の
そ
れ
守
れ
の
債
値
(
債
値
に
照
臓
せ
る
債
琶

構
成
の
決
定
の
基
準
と
し
て
、

つ
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
E
H
r
F
H
Y
目
、
L
g
w臥
で
め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
産
手
段
並
び
に
消

HH叩
-J+4rx印思(同+宮、vwpH蜘-よ+丸山桜XSJ(]ナ
十

E
J
W
-
J
H叩
f
+凶
rx印-J(同+目、)

な
る
三
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木

蓄
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資
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三
十
七
巻

一
一
回

一
一
四

第
一
概

木

幸吉

l積

論

費
手
段
の
債
値
構
成
が
何
れ
も
、
叩
r
M
H
b
x
u
p
-
d
r
x
g豆、

L
U】

-

H

で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
c

此
旬
各
々
の
債
値

構
成
は
、
資
本
蓄
積
峯
の
差
異
に
よ
っ
て
は
異
ら
な
い
。

今
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
然
る
時
に
は
、
単
純
再
生
産
と
慣
張
再
生
産
と
の
差
は
、
前
者
の

場
合
に
は
、
回
』
U

叩Z
凶+申出了。・

3
4出M
で
あ
り
、
例
へ
ば
四
百
倍
に
構
張
再
生
産
さ
れ
る
場
合
に
は
、
♂
H
(
当
1
棚
田
M
〉

X

山・.・

3
U
3
で
あ
る
と
い
ふ
動
に
げ
で
あ
る
。
此
の
差
異
は
、
一
見
に
今
一
つ
の
事
な
想
定
的
仁
問
定
す
れ
ば
、
質

軟
た
以
つ
仁
一
一
尚
ひ
め
ら
は
し
憎
ら
れ
る
。
凡
て
こ
C
A
-
-
P
1
2
2
と
す
お
。
隣
る
崎
に
は
、
軍
純
再
生
底
，
か
行
は

れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

Z
ω
H
U
O
き
で
あ
り
、
四
百
倍
に
糠
張
再
生
産
さ
れ
る
も
の
'
と
す
れ
ば
、

3
ム
凶
日
。
で
あ
る
ゆ

然
る
に
、
生
産
手
段
並
び
に
消
費
手
段
の
各
一
車
位
の
債
値
並
び
に
債
値
構
成
は
既
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る

か
ら
、
ぞ
れ
等
の
綿
量
に
つ
い
て
も
容
易
に
知
ら
れ
得
る
所
で
あ
っ
て
、
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同
開

8
串
『
h
-
H

品。A
)
(
}

戸
+
H
e
-
-
t
J
+同

c
o
o
-
2
H
a
-
-
-

M
-
-
u
n
s
+
g
-
F
+
g
c
E
a
H
h凶

{
}
{
)
号

郵
白
血
羽
川
戸
川
同
附
号
事

R
R

品

2
c
-
f
+
H
O
o
-
J
+】

c
c
-
E
-
H
E
-
-
C

5
0
c
n
s
+
ミ
T
S
+
出
占
師
三
日
時
』
mc

で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
前
者
は
、
マ

Y
ク
ス
の
輩
純
再
生
産
の
表
式
に
照
臆
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
旗
張

再
生
産
の
第
一
の
表
式
に
照
臆
す
る
も
の
で
あ
る
。

字
亘
書
蝿
ほ
、
何
か
の
謀
り
か
と
思
は
れ
る
〉
。

(
そ
こ
で
は
、
回

】ロ

Sei-+hhHEJI
十
白
吋
品
目
正
日
回
目
印
凶
と
な
ワ
で
ゐ
る
が
、
末

今
、
各
生
産
部
門
の
生
産
物
の
憤
値
の
所
ハ
?
と
、
各
生
産
部
門
の
生
産
物
に
劃
す
る
購
買
力
の
出
所
と
を
掛
照

し
て
見
れ
ば
、
車
純
再
生
産
の
時
に
は
、

拙稿「資本論と一般均衡論J(経済論叢第36巻第時的参照
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一回

直民一
+
H
g
o
ミ
g
c
F
H
閣
阻
+
M
G
C
F

同園

8
8
3
+
一8
2
+
g
F
7】

g
F
+】

c
c
c
f
+
一g
c
J
+
8
5一

と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
枠
内
の
も
の
は
各
々
同
一
生
産
部
門
内
で
交
換
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

一
一
生
産
部
門

問
の
交
換
は
、
何
れ
の
式
よ
り
見
る
も
・

J
+
r
M
H
S

る
に
、
横
張
再
生
産
の
時
に
は
、

こ
れ
は
車
純
再
生
産
の

一
般
的
傑
件
で
あ
る
。
然

と
な
る
。

今
各
生
産
部
門
の
生
産
憤
張
が
営
該
生
産
部
門
の
儲
剰
債
値
ぞ
以
つ
て
は
行
れ

る
も
の
と
す
れ
ば
、

!・司

一品

--03+uE白・由レのこー十】
A5cJ+己
(
)
喧
し

V
J
+伊

抽
出

e
J
U一昨号号
cc-+白岳山田
-FrJ一+
H日
()CS+】山岳酔
EVFJ

=II! 

Z
E
d
-
n
h
h
h
d
p
一円、
T
L
E
E
F
ニ
宕
畑
町
市
-
J
K
D
P
D
D
D
T
L
E
n
h
F
卜
一
切
叫
刊
川
出
品
広
「
一
回
「
戸
山
K
L

L
P
C
〈
〈
F
3
1寸

L
F
C
〈

L
R
I
t
a
-
F
u
h

山
ト

1
i止
包

〈

巳

〈

凶

」

1
e
c
c
l
】

-
C
L
P
C
l
p
f
】

一

一

ト

I
l
l
i
-
-
i
i
1
1
1
1
1
1
1
1

枠
内
の
も
の
は
各
々
同
一
生
産
部
門
内
で
交
換
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

二
生
産
部
門

と
な
る
の
で
あ
っ
て
、

聞
の
交
換
は
、

何
れ
の
式
よ
り
見
る
も
、
♂

E
♂
u
f
p
J
+
亡
と
な
る
。

こ
れ
は
瞭
張
再
生
産
の
一
般
的
保
件
と

考
へ
ら
れ
来
っ
て
ゐ
る
・
も
の
で
あ
る
。

前
者
を
以
て
旗
張
再
生
産
に

マ
ル
ク
λ

は
損
張
再
生
産
自
傑
件
の
説
明
に
際
し
て
、

J
U
J
+
y
w
b
n同
Uhvご
と
な
る
一
つ
の
場
合
を
想
定
し
、

含
ま
れ
る
単
純
再
生
産
自
傑
件
を
、
後
者
を
以
て
披
張
再
生
産
自
撰
張
部
分
の
傑
件
を
説
明
し
て
ゐ
る
。
此
の
世
帯
か
ら
プ
ハ
リ
ン
は
、

「
へ
横
議
再
生
産
に
含
ま
れ
た
)
単
純
再
生
産
自
問
題
を
解
決
ナ
る
も
の
は
、
♂

u
J十
ー
で
あ
る
」
し
、
「
単
純
再
生
産
の
見
地
か
ら
必
要
と
せ

b
れ

る
平
衡
傑
件
を
暫
く
問
題
外
と
ナ
る
と
、
蓄
積
せ

b
る
L

剰
餓
債
値
目
第
一
部
門
及
び
第
二
部
門
h

の
分
屈
は
、
必
ず
第
一
部
門
の
追
加
可
袈
資
木

が
第
二
部
門
の
這
加
不
費
資
本
に
相
等
し
〈
な
る
如
き
関
係
に
於
て
行
は
る
L
を
(
郎
ち

kvnMH
レ
♂
で
あ
る
事
を
〉
要
す
る
の
で
あ
る
」
と
一
一
一
国
ヲ
て
ゐ

一
般
的
に
、

軍
の
で
あ
り
、
猪
俣
氏
も
、
「
更
新
さ
れ
る
(
即
ち
草
刈
再
生
産
に
相
官
ナ
る
)
部
分
・
:
・
の
平
衡
の
舜
め
の
傑
件
は
、
単
な
る
単
純
再
生
産
の
場
合

資

第

披

豆正

本

積
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三
十
七
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資

蓄

ー
ム
ノ、

本

積

1詣

第
三
十
七
巻

第

ま虎

占/、

と
金
〈
同
様
に
、
♂
U
J
+
ダ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
:
:
:
(
し
、
叉
〉
、
新
た
に
資
本
化
さ
れ
る
部
分
:
:
・
白
・
:
・
平
和
問
・
・
:
白
保
件
は
、

で
あ
ろ
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
然
し
、
手
近
か
に
あ
る
我
々
の
例
に
従
ワ
て
見
で
も
、
。
凶
は
尽
き
で
あ
る
の
に
コ
+
F

hFJHhvnM 

は
】
白
鳥
山
阜
で
あ
る
か

b
、
決
し
て
、
♂
H
J
十

F

で
は
な
い
の
で
あ
り
、
叉
、

b
♂
は
巴
由
・
品
で
あ
る
の
に

で
は

hvf
は

U
D
'
由

で
あ
る
か
ら
、

決
し
て
、

伊
丹

H
h
V
4

M

-

も
の
で
は
な
〈
、
♂
+
h
v
♂
H
J
+
h
r
f
+
F

「
プ
ハ

F
ン
白
掲
げ
て
来
た
n
u
u
J
4
F
U
9
山
口
炉
内
悼
の
傑
件
は
そ
の
主
ム
で
正
し
い

。

と
言
、
山
一
般
的
傑
件
の
た
Y

一
白
特
殊
な
る
場
合
陀
過
u
f
た
い
J

の
で
あ
る
。

な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
高
田
教
授
が
指
摘
さ
れ
た
様
に
、

先

h
J
「
o
，
P
L
3
、

p
ト
h
v
p
u
q
ト
hv戸
+

r

L
二
f
3
p
h
惚
嘱
，

th池山口、

h
E
1
t
J
1
4
J
h
l
k

ト

自

1
4
4
=
E
d
A
U
イ目、
1

h
叱
ノ
「
旬
、

む
C

?に
'
l

腕
脹
再
生
産
の
一
一
般
的
健
作
で
は
な
い
の
で

わ
っ
て
、

〈

，

.

同説園

-
l

k
I
t

，u‘
 

「
各
生
産
部
門
の
生
産
腕
艇
が
官
接
生
産
部
門
の
始
刺
倒
値
市
位
以
っ

τ什
は
れ
る
」
場
介
山
、

つ、

「
衣
年
度
の
可
護
資
本
の
潟
め
の
追
加
が
、

構
張
再
生

今
年
の
品
開
剰
償
値
を
以
っ
て
支
携
は
れ
る
」
場
合
の
.

産
の
僚
件
に
過
ぎ
な
い
。

従
っ
て
‘
若
し
、
攻
年
度
の
可
費
資
木
白
魚
め
の
這
加
が
、
次
年
度
白
生
産
物
の
質
上
金
を
以
つ
で
あ
て
ら
れ

る
も
の
、
と
す
れ
ば
、

個司

B
o
o
f
+
日
8
2
-
+
H
o
p
i
g
P
H
E
o
n
-
+
喜
由
主
+
M
m
c
F
+
H
a
h
z

回可

5
2
2
t
g
-
B
♂
+
一
印
吋
F
+
N
u
z
z
l
e
-
c
J
+
8
2
F
+
ヨ
ト
ぽ
性
閣
市
岬
L

と
な
る
で
あ
ら
う
し
、
仮
り
に
此
の
劃
は
曇
の
仮
定
に
従
ふ
と
し
て
も
、
若
し
.

例
へ
ば
、

， 

と
な
り
A

擦
問
明
再
生
産
の
傑
件
は
♂
+
F
H
n
-
+
h
v
n
M

第
二
部
門
の
資
本
家
は
其
の
齢
剰
債
依
を
全
部
費
消
し
、

第
一
部
門
の
賢
本
家
の
み
が
蓄
積
し
て
、

そ
れ
を
以
つ

て
雨
部
門
の
生
産
憤
張
に
あ
て
る
も
の
と
す
れ
ば
、

."・4

E
F
+
s
t
f
H
8
3
7
H
G
S
J
+
由
C
D
F
+
印
主
防
+
器
-
P
H
I
G
-
-
f
+
S
E
r
+
]
白
骨
車
問
一
+
】
印

F

時偉珂

5
8
♂
+
一
日
目
J
+
S
F
L
H
H
g
o
d
-
+
8
・
Z
J
+
誌
-
E
J
+
ミ串
a
F
+
百
日
同
+
ω
1
u
r
L

ま
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と
な
り
、
横
張
再
生
産
の
健
件
は
、

J十
F
+
F
+
f
H
J
と
な
忍
で
あ
ら
う
。
之
等
の
般
定
は
、

産
で
は
全
く
器

意
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
。
M

十
宮
崎

H
J
+
F
+
r
H
が
境
張
再
生
産
の
一
般
的
保
件
で
な
い
と
言
ふ
事
は
、

こ
れ
に
よ

っ
て
明
で
あ
ら
う
。
此
の
事
の
有
す
る
意
義
は
、
後
に
至
っ
て
示
3
れ
る
で
あ
ら
う
(
M
項
晶
君
臨
…
)
ぞ
れ
は
と
に
か

〈
、
瞭
張
再
生
産
の
矯
め
の
必
須
僚
件
は
、
決
し
て
、
上
越
の
如
き
勤
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
資
本
の
一
定
の
技

術
的
構
成
の
場
合
、

一
定
の
率
の
瞭
張
再
生
産
の
場
合
に
は
、
二
部
門
が
一
定
の
比
宰
を
保
つ
を
要
す
る
、

L
」言

ふ
事
で
あ
る
。
そ
れ
き
へ
保
た
れ
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
率
の
擁
張
再
生
産
も
可
能
で
あ
る
。

如
何
な
る
牽
の
生
産
蹟
張
色
、
そ
れ
自
身
そ
れ
に
照
臆
す
る
販
路
を
作
る
と
言
ふ
事
は
、
肱
に
吉
〈
か
ら
、
色

々
の
理
由
に
基
い
て
、
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
主
張
に
は
、
貨
幣
の
作
用
を
無
視
す
る
見
解
が
前
提
さ
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
、
貨
幣
の
作
用
を
無
視
さ
へ
す
れ
ば
如
何
な
る
牽
の
生
産
構
張
も
、
そ
れ
自
身
そ

れ
に
照
膳
す
る
販
路
を
作
る
と
看
倣
す
見
解
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。
前
者
卸
ち
貨
幣
の
作
用
の
無
視
に
閥
し
で
は
、

本
稿
に
於
て
我
々
は
元
来
貨
鮮
と
の
闘
聯
の
問
題
を
捨
象
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
設
で
は
鯛
れ
な
い
こ
と
に
し
、

藷
で
は
専
ら
、
後
者
の
貼
に
関
す
る
そ
の
所
読
を
顧
み
る
に
止
め
る
。

貨
幣
の
作
用
を
無
滅
す
れ
ば
加
何
な
る
率
四
生
産
嶺
援
も
・
そ
れ
自
身
そ
れ
に
照
慮
ナ
る
販
路
を
作
品
、

と
の
見
解
は
、

「
人
々
が
年
々
に
貯
蓄

ナ
る
も
の
は
、
年
々
に
支
出
す
る
も
の
と
同
じ
〈
規
則
的
に
、
し
か
し
異
る
範
晴
人
に
よ
っ
て
消
費
せ

b
れ
る
。
支
出
さ
れ
る
所
得
部
分
は
、
そ
の

消
費
す
る
も
白
と
交
換
に
何
物
を
も
造
り
出
さ
な
い

j

{
人
々
)
に
よ
ワ
て
、
消
費
さ
れ
る
:
λ
が
)
、
資
本
の
構
成
部
分
た
る
貯
蓄
さ
れ
た
る
部

9
a
 

前
者
と
殆
ん
y
」
同
じ
惑
さ
で
消
費
さ
れ
る
」

u
と
な
し
た

分
は
、
:
・
:
・
白
ら
の
一
消
費
ナ
る
も
白
を
倹
剰
債
値
を
つ
て
け
還
ナ

Ez---(人
々
〉
に
ょ
う
て
、
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七
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資

オE

第
三
十
七
巻

第

盟主

一一
A

蓄

i:S 

一一凡

積

λ

Z
ス
丘
青
葉
に
於
て
既
に
一
京
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
ヲ
て
、
セ
ィ
、
尖
ミ
ル
、
及
び
リ
力
ル
ド
に
於
て
も

最
初
白
典
型
的
展
開
を
凡
た
の
で
あ
る
。

~ 
0 

一
つ
若
〈
は
若
干
の
産
業
部
門
に
於
げ
る
過
剰
の
結
果
に
外
な
b

:
そ
し
て
そ
れ
は
常
に
他
の
部
門
に
於
け
る
若
干
の
生
産
物
が
過
剰
な
ど
己
ろ
か
却
ヲ
て
扶
乏
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
:
:
し
と
言
ひ
、
。
民
主

且
つ
之
を
作
り
出
す
唯
一
白
普
調
的
原
因
で
あ
る
」
「
一
掴
の
年
生

H-3
、

E
1
 セ
イ
は
、
「
一
ワ
の
生
産
物
ま
た
は
多
数
白
生
産
物
の
販
路
の
依
之
は
可

ル
は
、
「
商
品
の
生
産
は
、
生
産
さ
れ
た
る
商
品
に
封
ナ
る
市
場
を
作
り
出
し
、

産
の
あ
ら
ゆ
る
分
子
は
、
崎
入
と
な
う
で
何
人
か
に
落
ち
る
。
然
る
に
園
氏
む
あ
ら
ゆ
る
個
人
は
一
様
に
、

彼
れ
に
よ
ワ
で
血
ハ
へ
ら
る
ふ
す
べ
て
目

績
を
も
っ
て
、
購
買
を
な
す
か
又
崎
購
買
を
ナ
る
と
団
じ
己
と
を
す
る
。

軍
な
る
崎
由
民
に
向
け

b
る
'A

す
べ
て
の
部
分
が
購
買
に
用
ひ
ら
る
A

こ
と

は
明
か
で
あ
る
が
、

r
t

，
』

14ι
ハ
コ
t
J

陥
伊
怜
「

2
1
2

ヲ
F

J

4

J

1

1

{
白川
f
E
r
b
d
e
J
重
別
え
メ
ミ

T

t

J

ー
し
:
『
也
、
川
J

J

E

申

vl咽戸、コ
h曲
D
K
V
E
z
'
M
u
d一
軍
功
、

h
L
;
r
、，コ

〆

J
4
r
h
N
U
~
'
i
r
4
3
4
持
寸

J
9
U
4
1
U

叫
A
F
〆，ロ
3
4
円

E

J

a

t

c

J

:
れ
〈
回
今
日
附
は
な
い
。

勢
働
者
へ
白
一
努
賃
と
し
て
支
携
は
る
L

か
原
料
白
購
買
に
用
ひ

b
る
A

か
で
あ
る
」
と
言
ひ
、

り
方
ル
ド
は
、
「
特
定
の
商
品
(
例
へ
は
穀
物
)
は
、

(
一
社
合
又
は
其
由
一
部
分
が
)
消
費
し
得
る
以
上
に
又
は
消
費
せ
ん
と
欲
す
る
以
上
に
、
-
生
産
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
然
じ
英
田
事
は
、
白
然

と
人
力
と
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
す
べ
て
の
商
品
に
ヲ
い
て
言
ふ
事
は
出
来
な
い
。
或
φ
者
は
、

若
し
そ
れ
が
可
能
な
、
b
ば
、
も
?
と
酒
を
呑
む
か

も
知
れ
な
い
。

も
ワ
と
多
〈
の
又
は
も
A
J

と
よ
い
家
具
を
得
中
う
と
す
る
で
あ
ら
う
。
.

:
之
等
の
ナ

他
の
者
は
、
酒
は
も
う
い
ら
ぬ
在
す
れ
ば
、

(
従
ワ
て
、
欲
望
に
は
限
り
は
な
い
)

J

訣
げ
て

べ
て
又
は
其
田
中
の
あ
る
も
の
を
求
め
る
欲
望
庄
、
す
べ
て
ゆ
人
の
心
に
植
ゑ
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

生
産
の
増
加
以
外
に
手
段
を
奥
へ
る
も
の
は
無
い
。
」
と
言
ワ
て
ゐ
る
。
即
ち
之
等
の
諸
説
に
於
て
は
、
貨

ゐ
る
の
は
手
段
に
過
u
f
な
い
の
で
あ
り
、

幣
の
作
用
を
無
脱
す
れ
ば
、
生
産
物
は
生
魔
物
を
以
A
J

て
買
は
れ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
且
つ
、

資
本
蓄
積
は
単
に
生
産
物
の
消
費
者
の
相
異
に

と
4

弔
問
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

過
ピ
ぜ
な
い
も
白
で
あ
る
が
故
に
、
如
何
な
る
率
の
生
産
捜
張
も
、
そ
れ
に
照
隠
す
る
販
路
を
作
品
、

資
本
蓄
積
が
単
に

坐
産
物
の
一
消
費
者
の
柑
異
の
み
な
ら
ず
、
生
産
さ
る
べ
寄
生
産
物
相
互
の
比
率
白
差
異
を
も
意
味
し
、
而
も
英
の
事
が
販
路
を
作
る
、

と
き
同
ふ
艶
は

、
僅
に
、
尖
之
、
ル
に
よ
っ
て
、
「
資
本
と
し
て
用
ひ
ら
る
ふ
部
分

E

・E

・
ι、
直
ち
に
勢
働
者
へ
の
勢
貨
と
し
て
支
扮
は
る
ふ
か
原
料
の
購
買
に
用
ひ
ら

華
麗
悪
事
妻
、
長
T
L
h
g
d
ぶ
言
語
華
麗
章
謀
議
霊
安
審
雪
之
3
5
?を

t

一
J
J

Jean Baptiste Say: Ausftlhrliche Da:stellung d.er Nationalokonomie oder dcr 
Staatswi"rtschaft. deutsch， von Carl EduaτdM川目tadt，I83.o. Bd. I. I95.6 
Ja田白 MilJ; Commerce defended. etc. 1807 p. 80--1 (谷口吉彦教衡恐慌に
闘する説撃説」ー経理号事会集第[4巻 102頁による)
~1iíl :-C:;~I;;~;ce 'd~f~ビnoed ， ν. 83-4 (谷口教育冊、前執 103-4頁による)
David Ricardo: Principles of Political瓦cOllumyand-Taxation， GODner's ed 
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、

、

明

る
ふ
か
で
あ
る
」
と
言
は
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
然
る
に
、
此
の
勤
を
明
暗
に
規
定
し
た
の
は
ツ
ガ
ン
で
あ
っ
で
、
「
資
木
主
義
極
端
間
金
嘘
を
表
式

的
に
府
究
ナ
る
な
ら
ば
・
『
販
路
は
社
合
的
消
費
白
大
山
山
さ
に
よ
っ
て
定
ま
り
は
し
な
い
』
と
い
ふ
結
論
に
必
ず
到
達
す
る
。

枇
合
的
生
産
は
、
単
に

消
費
物
の
U
O

な
ら
ず
ま
た
生
産
手
段
四
中
に
も
存
ナ
る
。
:
:
・
資
木
家
の
所
得
が
資
本
家
に
よ
ヲ
て
消
費
さ
れ
ず
に
資
本
に
韓
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、

消
費
物
の
需
要
の
減
少
と
、
そ
の
代
り
に
生
産
手
段
の
需
要
の
帯
加
と
が
起
る
。
一
般
的
法
則
と
し
て
、
枇
曾
的
生
産
が
釣
合
よ
〈
間
分
さ
乱
て
ゐ

る
場
合
に
は
、
消
費
の
減
退
も
消
費
物
需
要
の
減
少
も
市
場
に
於
い
て
何
等
需
要
に
封
ナ
る
供
給
の
過
剰
を
惹
起
し
得
な
い
の
で
あ
引
と
言
っ
て
ゐ

る。
貨
幣
の
作
用
を
無
視
す
れ
ば
知
何
な
る
率
の
生
産
横
張
色
、
そ
れ
自
身
そ
れ
に
照
摩
す
る
版
路
佐
作
る
、
と
傍
岬

す
上
遁
の
諸
説
は
、
買
は
、
資
本
菩
積
率
の
差
異
の
問
題
左
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
と
共
に
、
資
本
菩
積
率
の
鑓
化
の

問
題
と
し
て
も
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
設
に
岨
到
す
る
批
判
は
、
費
本
菩
積
牽
の
差
異
の
問
題
と
し

で
ぢ
、
又
、
責
本
菩
積
率
の
掛
理
化
の
問
題
と
し
て
も
、
提
出
さ
れ
て
ゐ

3
0
悲
で
は
我
々
は
専
ら
前
者
の
み
を
顧

み
る
事
に
す
る
。

グ

A

Y

Y

品、

ツ
グ

Y

の
右
の
設
を
批
判
す
る
に
際
し
、
「
市
場
の
構
成
は
ご
偶
の
全
然
異
っ
た
見
地
か
ら
研

究
す
る
事
が
出
来
る
。
(
一
)
(
第
一
の
観
勤
は
)
商
品
形
態
の
世
曾
的
責
本
(
を
見
る
色
の
で
あ
っ
て
、
此
の
観
酷

か
ら
は
)
、
種
々
な
る
生
産
部
門
の
聞
に
於
げ
る
必
然
的
な
技
術
的
|
|
経
済
的
閥
聯
は
醸
蔽
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
容

易
に
看
取
出
来
な
い
。
:
:
・
何
故
か
と
言
ふ
に
、
悲
に
調
ふ
生
産
手
段
は
(
失
の
費
本
回
轄
に
際
し
て
初
め
て
消

費
手
段
の
生
産
に
役
立
つ
だ
け
で
あ
っ
て
)
共
存
す
る
消
費
手
段
が
操
っ
て
以
て
生
産
さ
れ
た
所
の
ぞ
の
生
産
手

段
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
二
)
第
二
の
観
勤
は
、
宛
も
種
々
な
生
産
部
門
間
の
交
互
的
な
閥
聯
の
研
究
そ
の
も

資

木

蓄

第
三
十
七
巻

第

就

7~ 

一
一
九

Z品

積

P.275-6 (第一般ほ1817年)
Mi 11 ; iLid: p. 84'. -- 9カル Vも「努働問鞠ナる需要は、流動〈可雪量〉資本
田靖加に依存し。固定(不聖書)資本のそれには依存しない。・・・・・捷備が費達
し文明が繍がるに従つで、固定(不聖書)貰::'~:は流動(可聖書)資本に型せして、より
大なる比例を保つやうにな昌一I(Ritardo. ibid刷 p・387脚註)!:言ヲてゐるが、
蓄積に闘しでは未だ充分に言及しでゐたい。

17) 



資

木

蓄

一二
O

積

論

第
三
十
七
巻

O 

第

按

の
か
ら
出
費
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
の
観
酷
か
ら
は
、
操
っ
て
以
て
一
系
列
の
、
交
互
的
に
互
に
結
合
し
た
、
生

産
上
回
戚
閥
係
の
諸
部
門
が
存
立
す
る
所
の
闘
係
炉
問
題
と
な
る
。
各
部
門
は
夫
々
他
の
部
門
に
原
料
を
提
供
し
、

此
の
閥
係
は
敷
多
の
段
階
を
艦
て
遂
に
完
成
し
た
直
接
消
費
し
得
ら
る
る
生
産
物
に
至
っ
て
己
h
u
。
:
:
・
市
場
の

問
題
に
於
て
(
一
)
に
遮
べ
た
立
場
に
甘
ん
十
る
事
:
:
・
は
到
底
許
す
可
か
ら
F
る
所
で
あ
る
:
;
:
然
る
に
、
ツ
ガ

y

:
・
;
は
、
丁
度
前
の
型
に
属
す
る
問
題
提
起
の
立
場
に
立
つ
志
の
で
あ
ふ
己
と
言
っ
て
ゐ
る
。
若
し
‘
プ
A

W
ノ

ン
の
要
求
す
る
如
く
、
共
存
す
る
生
産
手
段
を
共
存
す
あ
消
費
手
段
が
躍
っ
て
以
て
生
産
さ
れ
た
所
の
そ
の
生
産

手
段
L
し
若
鍬
し
特
る
場
A
引
に
つ
レ
て
問
題
含
見
ゃ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
技
術
の
量
化
な
き
場
合
を
考
ふ
る
限
h
J
、

我
々
は
、
結
局
単
純
再
生
産
の
場
合
に
逆
戻
り
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
単
純
再
生
産
の
場
合
に
つ
い
て
慣
張

再
生
産
の
問
題
を
見
よ
と
言
ふ
事
は
、
事
柄
自
憶
が
矛
盾
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
の
勤
に
閲
す
る
プ

A
P
Y
の
読

の
許
き
れ
な
い
事
は
自
明
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
プ

A
P
Y
詑
ほ
ど
で
な
〈
と
も
、
生
産
手
段
生
産
部
門

と
消
費
手
段
生
産
部
門
と
の
聞
に
は
、

一
定
の
生
産
力
の
下
に
於
て
は
、
何
等
か
一
定
の
比
率
が
あ
る
の
で
め
り
、

従
っ
て
、
生
産
手
段
の
多
き
事
は
必
然
的
に
そ
れ
に
照
臆
す
る
消
費
手
段
の
多
き
事
を
前
提
す
る
、
と
言
ふ
様
な

思
想
は
、
暗
黙
の
中
に
多
〈
の
人
の
抱
懐
せ
る
所
で
あ
っ
て
、
ツ
ガ
ン
設
に
謝
し
て
、
「
此
見
解
は
、

生
産
財
が

消
費
財
の
生
産
の
た
め
の
手
段
で
め
る
以
上
消
費
財
の
増
加
な
〈
し
て
生
産
財
の
増
加
め
り
得
Y
る
こ
と
を
、
忘

れ
て
ゐ
る
。
生
産
手
段
の
生
産
の
一
定
版
鵡
に
は
、
消
費
手
段
の
全
〈
一
定
な
る
扶
態
が
相
膳
十
る
こ
と
を
、
忘

れ
て
ゐ
る
。
」
と
言
ふ
批
難
が
屡
々
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

。
聾
暫
臨
紛
れ
d
b

謀
議
審
者
義
軍
撃
手
よ

a
a
F
f↑

.~ 

Mickhel Tougao-Barョnowslcy;Les Crises _ ind'llsllri，elle:; en Ang]eterre，. 2~U} 
鍵本憎氏爵 217頁、此白設が稲田徳三槽士によってr"(マルクス設の)理論上
……営然白蹄結」主考へられた事は‘周知D 立n<である(稲田徳三博士著、
祉事わ政策と階級闘争 501頁参照)
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ヅ
ガ
ン
批
判
に
際
し
、
右
の
批
判
を
顧
み
て
、
「
費
本
構
成
の
麗
化
す
る
限
h
J
、
此
論
駁
は
十
分
な
る
袋
営
性

を
も
た
仏
」
と
言
は
れ
た
所
の
、
印
ち
之
を
反
艶
か
ら
言
へ
ば
、
「
費
本
構
成
の
麗
化
せ
t
d

る
限
り
、
此
論
駁
は

十
分
な
る
委
営
性
を
も
っ
」
・
と
言
は
れ
た
所
の
高
田
敢
授
は
、
最
近
愈
々
業
の
黙
を
明
確
に
せ
ら
れ
、
「
生
産
財

の
生
産
は
必
然
的
に
消
費
財
の
生
産
と
生
産
技
術
的
に
:
:
:
聯
絡
を
た
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
方
法
炉
一
定
し

て
ゐ
る
な
ら
ば
、
此
の
方
法
に
鹿
じ
て
一
定
の
消
費
財
生
産
の
規
模
に
封
膳
す
る
一
定
の
生
産
財
生
産
の
規
模
が

め
る
で
あ
ら

-U」
「
費
本
の
構
成
が
ま
こ
と
の
意
味
ド
於
て
一
定
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
:
:
:
た
だ
一
通
り
の
蓄
積

進
行
の
仕
方
よ
h
J
な
い
で
あ
ら
う
。
:
:
:
生
産
財
の
生
産
左
消
費
財
の
生
産
E
の
聞
に
は
必
や
や
一
定
の
:
;
:
割

合
が
あ
り
:::μ

と
論
ぜ
ら
れ
て
わ
4
0
0

然
し
な
が
ら
.
手
近
ド
あ
名
所
の
我
々
の
例
題
仁
つ
い
て
見
て
在
、
生

産
方
法
の
一
定
の
下
に
於
て
、
車
に
懐
張
率
の
具
る
だ
け
の
理
由
で
、
生
産
財
の
生
産
と
消
費
財
の
生
産
主
の
問

の
割
合
が
異
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
ぞ
れ
は
、
我
々
の
例
題
の
如
き
場
合
に
は
、
構
張
牽
に
膳
じ
て
如
何
様
に
で

も
異
り
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
れ
は
、
軍
に
.
資
本
蓄
積
率
の
差
異
の
観
酷
か
ら
の
問
題
で
あ
っ
て
、
其

他
の
観
酷
か
ら
の
問
題
は
、
業
の
蕗
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
階
。

貨
幣
の
作
用
を
無
視
す
れ
ば
如
何
な
る
卒
の
生
産
蹟
張
色
、
そ
れ
自
身
そ
れ
に
照
膳
す
る
販
路
を
作
る
、
正
言

ふ
設
に
劃
し
て
は
、
更
に
他
の
酷
か
ら
も
批
判
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
夙
に
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は
「
今
年
の
生
産
物

一
の
既
定
量
で

を
購
入
す
べ
き
も
の
は
、
去
年
の
所
得
で
あ
る
。
購
来
の
未
定
の
馳
労
働
量
を
限
界
す
あ
も
の
は
、

あ
率
。
無
限
の
生
産
を
あ
ふ
り
立
て
る
人
々
の
諜
謬
は
、
彼
等
が
過
去
の
所
得
と
未
来
の
所
得
と
を
混
同
せ
る
よ

資

第
三
十
七
巻

第
一
競

木

積

3品

蓄

高田教授 153買
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積

り
来
る
も
の
で
あ
ふ
一
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
思
想
を
最
密
に
貫
〈
時
に
は
、
横
張
再
生
産
が
行
ば
れ
れ
ば
、

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は
そ
れ
ほ
ど
最
密
に
は
主
張
し
な
か
っ
た
の
で
あ

資

蓄

E曲

本

必
然
的
に
販
貰
不
能
が
伴
ふ
わ
け
で
あ
る
が
、

第
三
十
七
巻

第

ま責

一
一

り

従
っ
て
彼
に
於
て
は
、
擁
張
再
生
産
も
一
躍
は
可
能
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
在
地
参
照
)
。
然
る
に
、

一一此
の
勤
を

最
密
に
貫
〈
事
に
よ
っ
て
、
慣
張
再
生
産

J

伊
二
般
的
に
不
可
能
な
り
と
し
た
の
は

?
lザ
で
あ
る
。
周
知
の
如
〈

彼
女
は
、
「
蓄
積
に
闘
ナ
る
・
:
:
傑
件
(
大
慨
に
於
て

h
v
r
u
s
J
を
考
へ
て
ゐ
る
椋
で
あ
る
が
、
此
自
動
は
こ
ふ
で
は
聞
は
巴
は
、
貨
に
蓄
積
が

か
も
知
れ
な
い
。
(
然
し
そ
れ
だ
け
で
は
)

鴇
積
ぜ
ん
と
す
・
0

品
品
溜
が
あ
る

未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
事
貸
よ
・
:
生
産
が
蹟
議
さ
れ
晶
た
め

6
 

印
ち
商
品
に
封
ナ
る
支
挽
能
力
あ
る
需
要
の
接
張
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
「
勢
働
者
が
生
活
資
料
を
買
ふ

仔
ゅ
は
れ
得
る
た
め
の
必
須
町
慌
件
明
、
あ
る
と
三
間
ふ
に
也
子
山
。

に
は
、

な
ほ
一
つ
の
他
の
傑
件
、

資
本
主
義
的
商
品
経
済
に
於
で
は
、

ま
た

E
:
l
l

‘

，

;

・
i

-

-

車
{
印
刷

l

ご
せ

E
L
F
-
-
T
t
こ
a
p
Q
=
1
0
、

h
t
p
u
l
i
!
古
川
I
L
I
-
-

た
w
h

資
本
家
階
級
か
ら
受
取
づ
た
賃
銀
額
(

V

)

・
・
:
:
を
:
・
・
排
ひ
戻
ナ
に
過
ぎ
な
っ

ι

彼

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
発
働
者
が
資
本
家
階
級
に
費
し
て
、

等
は
そ
れ
以
ょ
に
は
鋸
一
文
も
返
ナ
こ
と
は
出
来
た
い
。
〈
不
境
資
本
に
ワ
い
て
も
資
本
家
は
、
投
資
の
関
す
る
限
り
、

C

の
部
分
だ
け
を
買
ふ
事
し

か
出
来
ぬ
|
|
柴
田
〉
:
:
(
し
て
見
れ
ぽ
)
資
本
家
階
級
か
ら
、
剰
徐
債
値
白
一
他
の
資
本
化
さ
れ
た
る
部
分
が
健
現
苫
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
生
産
物
を

受
取
る
も
の
は
雑
で
あ
る
か
?
:
:
表
式
は
次
の
知
〈
答
へ
る
。
一
部
分
は
資
本
家
白
身
が
生
産
を
披
張
す
る
た
め
に
そ
れ
を
受
取

p
i
-
-
一
部
分

抽
出

r

は
新
し
き
生
産
手
段
を
使
用
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
新
し
音
崎
労
働
者
が
こ
れ
を
受
取
る
c
」
(
然
し
)
「
B
Y
Y
に
よ
る
生
産
手
段
の
購
買
が
蓄
積

の
目
的
の
た
め
そ
の
不
費
資
本
携
強
に
役
立
ヲ
も
白
と
す
れ
ば

:
:
:
B
V
V
は
A
M
M
か
ら
這
加
剰
織
物
を
買
ふ
べ
き
貨
併
を
一
一
煙
何
慮
か

b
得
る

か
と
い
ふ
疑
問
が
起

ti---彼
等
も
重
た
、
白
分
の
剰
徐
生
産
物
を
賓
-
っ
て
貨
幣
を
手
に
入
れ
る
よ
り
仕
方
が
な
い
」
と
言
ひ
、
蓄
積
部
分
だ

M
M
 

げ
が
全
部
責
れ
獲
る
も
の
と
潟
し
た
の
で
あ
る
が
、
蓄
積
さ
る
べ
き
債
値
部
分
に
照
躍
す
る
生
産
物
は
、
蓄
積
な

か
り
せ
ば
消
費
に
向
ふ
は
づ
で
あ
っ
た
剰
憐
債
値
を
以
一
つ
て
買
は
れ
得
る
の
で
、
直
ち
に
右
の
設
を
改
め
で
ぶ
恐
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ら
く
は
無
定
識
的
に
)
、
蓄
積
部
分
全
輔
が
責
れ
残
る
の
で
は
な
〈
て
、
蓄
積
に
よ
っ
て
究
年
度
の
生
産
物
の
融
債

格
の
増
加
し
た
る
だ
け
責
れ
残
る
色
の
と
す
る
。
郎
ち
績
け
て
日
〈
、
「
(
車
純
再
生
産
の
基
礎
の
下
に
は
じ
め
て

撰
張
再
生
産
が
行
は
れ
る
様
に
準
備
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
)
債
値
の
大
い
き
に
つ
い
て
言
へ
ば
生
産
は
ま
だ
少

し
も
憤
張
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
た
だ
そ
の
配
列
と
物
的
要
素
の
編
成
が
襲
へ
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
。
・
:
:
然
し
蓄
積

が
既
に
:
:
:
行
は
れ
、
各
生
産
期
毎
に
前
よ
り
多
量
の
債
値
が
市
場
に
投
ぜ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
逗
加
的
の

憤
値
の
購
買
者
は
何
鹿
に
ゐ
る
か
と
い
ふ
疑
問
が
起
っ
て
来
る
〕
と
。
斯
く
し
て
、
且
っ
て
、
シ
ス
毛

y
J
ア
ヂ
に

よ
っ
て
言
ひ
出
さ
れ
た
思
越
が
厳
密
に
貫
か
れ
た
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。
此
の
思
想
ほ
元
来
貨
幣
の
流
通
蓮
度
を
一

定
と
蝦
定
し
‘
信
用
を
拾
象
し
、
且
ワ
、
貨
億
mmiJ
生
産
な
き
も
¢
と
般
定
し
た
上
に
立
っ
て
ゐ
る
c

所
が
貨
鰍
m
の

流
通
『
速
度
を
一
定
と
僻
定
し
‘
又
信
用
金
捨
象
す
る
事
は
、
官
、
l
ザ
に
於
て
は
、
元
来
許
さ
れ
な
い
事
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば

?
1ザ
は
貨
幣
の
問
題
を
捨
象
し
て
も
前
ほ
菩
積
の
行
き
つ
ま
る
所
以
を
示
す
の
が
問
題
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
。
印
ち
、
「
現
買
に
於
て
は
、
事
買
上
の
需
要
、
卸
ち
商
品
の
使
用
炉
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

に
支
梯
は
る
べ
き
貨
幣
の
源
泉
は
問
題
で
は
な
い
の
で
ゐ
る
。
流
通
の
媒
介
と
し
て
の
貨
幣
に
闘
し
で
は
、
こ
こ
に

再
生
産
行
程
を
金
瞳
と
し
て
観
察
す
る
に
営
つ
て
は
、
我
々
は
、
費
本
主
義
枇
曾
が
常
に
そ
の
流
通
行
程
に
必
要
な

る
貨
幣
を
持
っ
て
ゐ
る
か
ま
た
は
そ
れ
に
封
す
る
代
用
物
を
つ
く
り
得
る
か
、

仏
」
I

と
問
題
を
規
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
貨
幣
の
疏
通
蓮
度
を
一
定
と
般
定
し
、
信
用
を
捨
象
し
、
且
つ
、

何
れ
か
を
蝦
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

貨
幣
の
生
産
な
き
も
の
と
般
定
し
て
、
費
本
蓄
積
の
行
き
つ
ま
り
を
論
争
る
事
の
可
否
は
と
に
か
く
、
般
り
に
斯

資の

蓄

本

第
三
十
七
巻

積

一一
第

披

E品

氏課 "5-6頁
Rosa; Die Al、lulmulationetc. a. a. O.ふ 89・金問、高山雨氏課、 144貰

:3.. 97・~ n 158頁
品の慰は、晶知の量目〈、河上博士の曾ヴご奉eられた所である。(河よ肇樽

士、社曾組織と組合本命 '7b-I5.頁参照)
l{osa :υ;e .t¥kkul1uilation etc. a. a. u. E;. 99・3古田、高111雨氏誇 161真一一31) 



資

本

第
三
十
七
巻

一
二
凶

第

盟主

蓄

積

四

E晶

〈
レ
て
費
本
蓄
積
の
行
き
つ
ま
り
を
謹
明
し
得
た
り
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
貨
幣
の
作
用
を
無
親
し
た
ろ
場
合
に

も
生
産
の
蹄
張
は
行
き
つ
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
言
ふ
事
の
誼
明
に
は
、
何
の
投
に
も
立
た
向
。

?
l
ず
は
更
に
他
の
論
方
を
以
っ
て
、

ツ
ガ
ン
的
思
想
営
破
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
。
日
〈
、
「
(
貨
幣
の
流
通
蓮
度

の
増
加
や
資
本
家
同
志
の
相
互
授
信
や
物
々
交
喚
に
よ
る
貨
幣
節
約
ゃ
に
よ
っ
て
撰
張
再
生
産
の
疏
通
を
可
能
に

す
る
事
は
)
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
恐
ら
く
・
;
・
:
(
第
一
部
門
の
資
本
家
)
は
後
に
増
加
し

た
る
生
産
物
1

1
剖
ち
生
産
手
段
ー
ー
ー
を
相
互
に
購
入
す
る
矯
め
に
消
費
の
一
部
を
や
め
て
生
産
を
披
張
す
る
や

う
な
事
は
、
所
詮
し
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
。
」
「
(
何
と
な
れ
ば
)
、
こ
れ
は
ま
3
に
虚
空
の
轍
舞
で
あ
あ
。
ぞ
れ
は

資
本
主
義
的
蓄
積
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
貨
幣
費
本
の
累
積
で
は
な
い
、
ぞ
れ
と
は
反
封
の
も
の
、
帥
ち
、
生

産
の
た
め
に
す
る
商
品
の
生
産
で
あ
っ
て
、
資
本
の
立
場
か
ら
見
る
時
は
全
然
無
意
味
な
事
に
過
ぎ
な
い
以
「
費
本

を
蓄
積
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
だ
ん
だ
ん
大
き
な
商
品
の
山
を
築
く
こ
と
で
は
な
〈
て
、
だ
ん
だ
ん
多
〈
の
商
品

を
貨
幣
費
本
に
襲
へ
る
こ
と
で
あ
も
」
か
ら
、
と
。
斯
〈
論
争
る
場
合
、

?
ー
ザ
の
忘
却
し
て
ゐ
る
事
は
、
貨
幣

資
本
が
車
に
艦
過
的
な
資
本
の
存
在
形
態
で
あ
る
事
、
従
っ
て
、
貨
幣
の
流
通
蓮
度
に
し
て
捷
化
す
る
限
り
、
同

一
量
の
貨
幣
も
臭
っ
た
貨
幣
費
本
量
と
し
で
あ
ら
は
れ
得
る
事
、
従
っ
て
、
?
ー
ザ
の
所
調
虚
空
の
轍
舞
の
場
合

に
も
正
営
な
る
意
味
に
於
け
る
貨
帯
資
本
の
蓄
積
は
存
在
す
る
事
、
で
あ
る
o

或
は
此
の
射
に
閥
ナ
る
ロ
1
ザ
設
は
「
資
本

澗

由
蓄
積
を
:
・
:
利
子
を
生
む
資
本
:
・
:
・
の
蓄
積
と
混
同
」
す
る
も
の
と
し
て
批
列
さ
れ
、
結
局
同
一
白
事
で
あ
る
が
、
「
貸
付
資
本
在
意
味
す
る
貨
解

澗

と
資
本
の
一
態
様
と
し
て
の
貨
幣
資
本
と
の
混
同
」
と
し
で
批
列
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
同
一
量
の
貨
幣
も
、
貨
幣
の
流
遁
速
度
に
し
て
国
型
化
す
る
限
り
、
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異
っ
た
貸
付
資
木
額
と
し
て
あ
ら
は
れ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、

貨
幣
の
涜
混
謹
度
に
し
て
岨
型
化
ナ
る
限
り
同
一
量
の
貨
幣
も
異
づ
た
貨
幣
資
本
量
と

し
で
あ

b
は
れ
得
る
事
白
忘
却
と
、
貨
幣
資
本
と
利
付
資
本
白
混
同
ー
と
は
、

国
一
蹴
す
る
を
得
な
い
の
で
あ

p
、
之
等
の
ロ

1
ザ
批
剣
は
常
ら
な
い

の
で
あ
る
。

ロ
1
4
は
又
、
「
新
し
守
勢
働
者
を
し
て
新
し
き
生
産
手
段
を
以
ワ
て
勢
働
せ
し
め
ん
が
た
め
に
は
|
|
資
本
主
義
的
に
言
へ
ば
|
|
植
地
め
・

:
i
ヲ

〈
ら
る
べ
き
産
物
に
嚇
到
す
る
新
し
き
需
要
が
な
〈
で
は
な
ら
民
」
の
に
「
資
本
主
義
的
祉
舎
内
部
に
於
て
、
剰
品
開
償
値
目
蓄
積
さ
れ
た
る
部
分
を
含

め
る
商
高
に
封
ナ
与
明
瞭
な
る
購
買
者
は
何
慮
に
も
賛
凡
さ

h
な
い
汀
」
か

b
蓄
積
は
行
は
れ
得
な
い
と
、
言
ワ
て
ゐ
る
が
、
「
資
本
主
義
的
枇
曾
内
部

に
於
て
.
剰
候
債
値
目
蓄
積
さ
れ
た
る
部
分
を
含
め
る
商
品
に
謝
ナ
る
明
瞭
な
る
購
買
者
は
何
慮
に
も
後
見
さ
れ
な
い
」
と
言
ふ
主
張
向
但
が
前
漣

。
加
〈
誤
謬
で
あ
る
か
ら
、
そ
札

E
基
礎
と
ず
る
こ
与
の
推
論
も
詐
さ
札
な
い
。
或
は
、
斯
か
る
事
す
べ
て
を
認
め
る
左
し
で
も
、
斯
〈
で
は
、
「
ヨ

品
、
口
晶
附

Z
5
4
t
弱
5
c
庭
山
川
せ
し
ド
民
v
b
亡

霊

日

広

f
t

r

U

3

F

A

A

川
M

2

4

g

a

F

d

j

d

d

'

d

守
容
〈
の
件
働
省
担
維
持
し
帰
ん
肝
舟
め
に
必
h

z
リ
白
羽
〈
心
清
陀
f
f
m
M
h
h
v
准串広島ム戸一件、

回
生
産
手
段
が
生
産
さ
れ
る
」
・
と
い
ふ
、
資
本
主
義
的
立
場
抗
日

b
す
れ
ば
「
不
合
理
」
極
主
る
も
の
に
な
る
、
と
も
舌
一
一
日
っ
て
ゐ
る
が
、

此
の
勤
は
、

今
夏
ら
批
列
す
る
吉
で
も
な
い
で
あ
ら
P

っ。

斯
く
し
て
‘
蕊
に
我
々
の
想
定
す
る
如
き
事
情
の
下
に
於
て
は
、
貨
融
市
の
作
用
を
捨
象
す
る
限
り
、
如
何
な
る

率
の
生
産
慌
張
も
、
そ
れ
自
身
そ
れ
に
照
膳
す
る
版
踏
を
作
る
、
と
言
ふ
事
は
否
定
さ
れ
得
な
い
。

劫
我
々
は
、
品
項
に
於
て
、
資
本
の
債
値
構
成
が
各
生
産
部
門
に
於
て
同
一
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
費
本
蓄

積
率
の
相
異
の
問
題
を
見
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
資
本
の
債
依
構
成
が
各
生
産
部
門
に
つ
き
異
る
場
合

に
つ
い
で
問
題
を
取
扱
ふ
事
に
す
る
。
即
ち
ふ
・
慌
h
に、

3
-
H
F
f
H
?
R
E
H
ナ

J
H九割・

3
-
H咽

F
M
H凡
岩
』

H
白

3

で

• 

あ
る
と
す
る
。

斯
〈
の
如
き
場
合
に
於
て
は
、
貨
帯
、
消
費
手
段
及
び
生
産
手
段
の
そ
れ
引
ぞ
れ
の
債
値
(
慣
値
に
照
慮
せ
る
債
格
)
構

資

積

第
三
十
七
巻

第
一
披

一
二
五

本

Z品

一
二
五

蓄

S. r. 

8仏往回、高山雨氏隷 I44頁

92" " 148頁
88'-9， " I43頁

Bucharin: a. a. O. (Unter dem Banne 【'lesManismus， ]ahrg. 1. H. 
57) 課 96頁
猪俣氏前掲 51頁
Rosa: Die Akkumulation etc. a. a. 0 :， 

" " 
" 

" 
" 

38) 

39) 
40) 

41) 

42) 



資

日告

-
~ トョ，、

第
一
毅

第
三
十
七
巻

一-~ 
F、

沖こ

L蓄

、後

成
を
決
定
す
る
其
準
と
し
て
、

7
附
f
+
常
時
(
同
士
ベ
ヤ
司
U
4
F
+
咽苦闘(同
+
F
J
-
r
M
H蜘
f
+
会
主
主
E
J
な
る
三
つ
め
方
程

式
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
3
H
H
-
f
M
H
唱
え
L
C
変
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
産
手
段
の
債
植
構
成
は
、

で
あ
り
、
消
費
手
段
の
債
依
構
成
は
、
主
-
d
r
3
・
u
r
y
s
、
H回

目

7
H
で
あ
る
事
が
如

削

I
u
d
b
M
3
u
bも
M
臣
、
H
A
申
・
H
H

ら
れ
る
。
此
の
各
々
の
債
値
構
成
は
、
資
本
蓄
積
率
の
差
異
に
よ
っ
て
は
異
ら
な
い
。

今
、
貨
幣
は
生
産
お
れ
な
い
も
の

2
す
み

3

撚
る
時
に
は
、
単
純
再
生
産
と
鱗
張
再
生
産
と
の
茸
は
、
前
者
の

品
抑

ιr
岨
、
士
、
p
n…宮崎
lT加
出
回

1
i
l
t
'
l
i
l
l
 
旬
、
ぷ
で
め
h
d
、
例
ヘ
ぽ
四
日
惜
に
腕
帳
再
生
盗
容
れ
る
場
A
刊
に
法
よ
同
人
沼
崎
+
附
♂
)
X

ぉ・.・附凶
U
3
で
あ
石
と
い
ふ
勤

eた
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
P
H
E
-
-
c
で
あ
る
と
す
る
(
一
一
四
頁
参
照
〉
。
然
る
時
に

は
、
軍
純
再
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
Z
M
H
S
き
で
あ
ち
、
臼
一
日
倍
に
憤
張
再
生
産
さ
れ
る
色
の
と
す
れ

1;( 、
z
e
n
g
g
 

生
産
手
段
並
び
に
消
費
手
段
の
各
一
軍
位
の
債
依
並
び
に
慣
値
構
成
は
慨
に

で
J

の
る
。

然
る
に
、

如
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
か
ら
.

構
芯
再
出
何
回
開
自
由
キ
『

C
H

世
甜
巌
事
出
い
陪
色
事
『
h
E

ー
AFC-EJ+同

coon-+
一gcEH出
回
日
目

()EZ

串

cq-P+Hcc-J+】

SCpfhnきき

回・4

M-CDn時十
HOc-，、
ω+]SEC吉凶
H串

(
}
{
)
{
)

同
町

C
C
J
+

叶
白

C
J
+
4印

{}EMHU--c

で
め
る
事
が
知
ら
れ
る
。
周
知
の
如
〈
、
後
者
は

J
Y
ク
ス
の
蹟
張
再
生
産
の
表
式
に
照
悪
す
る
も
の
で
あ
ふ
。

今
、
各
生
産
部
門
の
生
産
物
の
債
値
の
所
分
と
、
各
生
産
部
門
の
生
産
物
に
劃
す
る
購
買
力
の
出
所
と
を
封
照

し
て
見
れ
ば
、
(
軍
純
再
生
産
の
場
合
は
略
す
忍
)
、
各
生
産
部
門
の
生
産
醸
張
が
営
該
生
産
都
門
の
斡
剰
債
値
を

Marx: Kapital， a. a. O. S. 439 43) 



以
っ
て
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

開園回『

8
8
r
+
-
a
u
・
2
2
+
H
8
9
2
+也
0

・
?
J
Z
A
申
・
舎
】
H
g
g
r
+
白
血
ト
h
z
v
f
+
Z
S
F
+
】
出
品
・
2
r

5
G
O
n
N
+
お晶
-
A
F
V
何
時
十
4
u
-
J
+
g
・
凶
V
J
+
ロ
品
目
ι
r
M
H
H
o
-
-
J
+
暗
号
喧
レ
三
+
町
品
目
印
ι
f
+吋

uq'J+由
岳

-
H
h
J
十
四
品
申
ι
f

と
な
る
α

所
が
比
の
事
に
は
、

h
項
の
場
合
の
慣
張
再
生
産
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
殊
の
事
情
が
合
ま
れ
て
ゐ

る
か
の
如
〈
見
え
る
の
で
、
其
の
貼
か
ら
慣
張
再
生
産
の
蓮
行
に
開
す
る
異
見
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
場
合
に
、
第
一
部
門
の
菩
積
苧
か
慢
ぷ
郡
山
一

zdJ

同
時

a
.
，

1
2
2
2

J
計
引
い
H
O
凶
器
で
あ
品
事
に
閥
:
。

ン
ュ

e
y
v
f
d

H
-
-
A山内
r田町

で
あ
る
の
に
、

第
二
部
門
の
そ
れ
が
、

「
替
し
も
第
二
部
門
が
第
一
部
門
左
同
一
一
年
だ
け
誕
の
餅

剰
債
値
を
消
費
す
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
:
:
:
消
費
手
段
に
貰
れ
残
り
が
生
子
か
」
と
。
斯
〈
主
張
す
る
場
合
、

ジ

プ

ア

Y
ン
ペ

Y

ヒ
は
、
南
部
門
に
於
て
同
一
宰
の
齢
剰
償
値
の
蓄
積
の
行
は
れ
る
事
と
、
蓄
積
率
の
韓
化
じ
な

い
事
と
、
各
生
産
部
門
の
生
産
購
張
が
営
該
生
産
部
門
の
傍
剰
債
値
を
以
っ
て
行
は
れ
る
事
と
を
前
提
し
て
ゐ
る

の
で
あ
り
、
徒
っ
て
.

v
z
立
七
り
出
二
主
ヨ
J

一L
3
1
.

E
F
-
-
b
t
d
H
V
t
fし
脳
宣
市

'
t

・JvtEι
也、
1

・
vb-v

ーー司

B
G
F
+
白
8
・
t
f
+
H
g
o
J
+
S
・
2
4
1
E田
-
F
U
8
g
r
+
怠
臼
・
2
3
+
尽
き
よ
+
M
N
Z
v
ι
川
閣
川
一

同

uoqnM+国民・

3
♂
古
g
J
+
】
】
白
E
J
十
品
-
Z
I
L
-
-
c
J
+
き
・
2
J
+
印
念
品
F
+
a
q
J
H
H
Z
V
J
+
8
2
r
L同閣山川一

と
な
る
も
の
と
考
へ
ち
れ
た
の
で
あ
る
つ
此
際
に
は
‘
業
所
論
に
前
提
さ
れ
た
一
々
の
前
提
も
問
題
で
あ
る

(r
項

奉
照
)
が
、
元
来
資
本
家
祉
舎
に
於
て
は
卒
均
的
利
潤
牽
が
支
配
す
る
は
づ
で
あ
り
、
然
る
時
に
は
、
蓄
積
率
の
差
異

は
韮
で
は
あ
ら
は
れ
て
来
な
い
事
に
な
る
。
卸
ち
今
、
此
の
場
合
に
、
利
潤
峯
の
平
均
が
支
配
す
る
も
の
主
す
れ
ば
、

回司

資

木

蓄

積

第
一
披

言品

一
二
七

第
三
十
七
巻

一
二
七
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資

積

第
三
十
七
巻

第
一
波

一
二
八

本

t曲

一
二
八

蓄

貨
幣
、
消
費
手
段
及
び
生
産
手
段
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
債
格
決
定
の
基
準
と
し
て
、

r
a
F
+
d
d
x
s
k
H
+
T
G
-
3
H

Q
F
+
止
日
も
む
(
同
ー
+
?
心
、
F
H
Q
f
+
叶
X
印
ζ
(工
る
な
る
三
つ
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
.
F
L
-
P
L
g
g
c
一塁幅

下
u

同
時
・
3
2
5
E
u
h
4で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
に
従
っ
て
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
な
い
も
の
正
し
、
四
一
日

倍
の
蹟
張
再
生
産
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
よ
M
H
(
宮
崎
+
時
間
】
)
お
・
.
・

τ
l
z闘
で
あ
る
。
そ
こ
で
更
に

∞H
H
H
晶

CA)申
曹

と

す
れ
ば
、

F
H
gき
で
あ
る
。
然
る
に
、
生
産
手
段
並
び
に
消
費
手
段
の
各
一
軍
位
の
生
産
憤
格
並
び
に
生
産
慣
格

構
成
は
慨
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
か
ら
、

ー・4

ふ
さ
申
告
2
+
∞
∞
ロ
J
+
]
同
阿
南
呂
田
U
E
C
C
C

]
目
。
-
P
+
E
A
r
p
-
ロ
♂
+
A
g
u
・
印
E
時

H
H
目白日∞

国可

で
め
る
事
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
更
に
、
各
生
産
部
門
の
生
産
債
格
と
、
そ
れ
に
封
す
る
購
買
力
の
出
所
と
を
費

照
し
て
見
れ
ば
、
各
生
産
部
門
の
生
産
蹟
張
が
営
該
部
門
の
齢
剰
慣
値
(
債
格
)
を
以
て
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

伊国司

品
c
c
c
f
+
白
白
臼
・
白
V
3
+
∞
∞
由
三
+
∞
号
・
印
i
v
J
+
由
自
由
・
由
ゲ
H
A
g
-
-
♂
+
白
血
目
・
由
h
V
3
+
H
8
0
2
+
ロ
由
品
h
v
♂

岡

同
印
C
C
♂
+
】
白
骨
-
h
同
h
v
♂
+
g
h
-
m
J
I
Z
-
-
品
ι
v
'
J
十
回
国
由
・
4
r同
H
H
∞
∞
雪
国
+
∞
O

白
h
r
J
+
B
A
S
-
2
r
-
+
A
S
白
・
閉
♂
+
E
C
ι
F
h
v
J
+
同
盟
申
・
2
J

zと
湾な

で t
f第

部
門
の
蓄
積
率

日
目
臼
品
川
伊
比
P
E
J

ロ-EEM

も
第
二
部
門
の
そ
れ

】
白
骨
串
憎
昨
陪
・
2
J

品由民・印M回日開

も
共
に
等
し
く

シ
ナ
ア

Y
ン
4

U

F

ヒ
の
問
題
自
身
が
存
在
し
な
い
。

然
し
な
が
ら
、
資
本
の
債
値
構
成
が
各
生
産
部
門
に
於
い
て
臭
っ
て
ゐ
あ
こ
と
は
、
資
本
蓄
積
の
問
題
に
関
聯

し
て
必
然
無
意
味
な
の
で
は
な
く
、
後
に
蓮
べ
る
様
に
、
大
な
る
意
味
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
(
的
項
委
照
)

本
項
は
そ
の
潟
め
の
準
備
で
め
る
。

mf債値:)
此のp'は、資本蓄積率巴差異によワでは異らない。然るに

c(債値)+v(慣値)
は、ぞれに臆じで豊臣佐ナz。主庁f由主目〈、債健(，:;0:;.額融からナれば聖書化ナるは
づの利潤率〈慣値)が債格の観樹か与すれば纏化しないのは、一方では、鈴動l
債値で購入される財D 資本白償値構戒が、資本帯積率的表異に態じて境化ナ
るだけm(債値)及びv(偏値)従ヲて利潤率(債filUも郷化するけれども、他方で
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B

A
項
に
於
て
は
、
我
々
は
、
費
本
家
の
需
要
比
容
と
勢
働
者
の
そ
れ
と
の
相
等
し
い
場
合
に
つ
い
て
費
本

菩
積
率
の
差
異
の
問
題
を
分
析
し
た
の
で
あ
り
、
ぞ
れ
等
の
相
異
る
場
合
其
の
事
炉
資
本
蓄
積
率
の
差
異
の
問
題

に
関
聯
し
て
呈
示
す
る
所
の
特
殊
の
問
題
は
之
れ
を
捨
象
し
て
来
た
の
で
め
る
が
、
琵
で
は
、

A
の
場
合
に
捨
象

さ
れ
た
其
の
問
題
を
分
析
す
る
事
が
我
々
の
主
題
で
あ
る
。
資
本
家
の
需
要
比
率
と
勢
働
者
の
そ
れ
と
の
異
る
場

合
に
つ
い
て
費
本
蓄
積
率
の
差
異
の
問
題
を
見
る
矯
め
に
は
、
必
然
的
に
、
消
費
手
段
の
各
種
で
あ
る
場
合
を
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
消
費
手
段
の
多
種
で
あ
る
事
の
呈
示
す
る
問
題
は
、
消
費
手
段
が
ニ

種
で
あ
る
場
合
に
も
慨
に
あ
ら
は
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
簡
潔
を
期
す
る
潟
め
、
蕊
で
は
、
消
費
手
段
に
は

二
種
類
あ
る
も
の

k
想
定
す
る
。
各
種
の
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
各
種
の
生
産
手
段
の
比
率
の
相
異
る
場
合
英

の
事
が
資
本
蓄
積
率
の
差
異
の
問
題
に
閥
聯
し
て
呈
示
す
る
所
の
特
殊
の
問
題
は
、
輩
で
も
、
依
然
と
し
て
.
捻

象
す
る
。
従
っ
て
、
生
産
手
段
の
種
類
は
依
然
と
し
て
只
一
種
で
あ
る
k
想
定
す
る
。

恥

先

4
7
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
慣
値
構
成
の
相
等
し
い
場
合
を
見
る
。
印
ち
今
、

J
H
V
?
"
叫
『
岨

内

H
2
M
M
咽

P
J
r・
3
H咽
"
J
H
F
F
M
H
F
Y
H
h
y
-
Z
で
あ
る
と
す
る
。
此
の
場
合
に
は
、
貨
幣
、
第
一
、
第
二
種
の
消
品
質

手
段
及
び
生
産
手
段
の
慣
値
高
値
に
照
醸
せ
る
債
格
-
構
成
決
定
の
基
準
と
し
て
『
ナ
+
d
d
x
g
(
H
+
E
J
・
3
4
f
J
r

な
る
四
つ
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

3
L
・
3
H
H
M
F
L
-
R
H
H
g
u
h
で
あ
る
。
之
れ
に
よ
っ
て
、
各
生
産
物
の
債
値
構
成
は
、
い
づ
れ
も
、
?
"
札
d
x
g

で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
此
の
事
は
、
軍
純
再
生
産
が
行
は
れ
る
と
瞭
張
再
生
産
が
行
は
れ

xm【

J

(

]

十
吉
、

y

r
a
H叩
a
J
十
手
耳
目

2
(】

+
E、

)

『

dMH蜘

-J+J剖

r
x
S》
同
(
同
十
目
、
)

日

剖

r
x
m『

J
E
、H
串

日

】

日

]

資

本

第
一
貌

一
二
九

蓄

第
三
十
七
巻

一
二
九

積

1曲

は、利潤事平均に際しては、世量動l慣健在以って購入きれる財を生産する資本
の平均的債値構成主、所要資本構戒財の生産部門の資本田平均的俣値構成と
の比が動fだけ、相殺きれる白であるか与である。
此の際注意すべきは、償値に於ける生産-1:廃張挙と生産債格K於けるそれ主は
異ワてゐると言ふ事である。卸ち、財の i魁か bナれは同一回生産損張であ
る所白ものが、債催白書量動からナれば
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資

本

第一一務

O 

普

第
三
寸
七
巻

一一一一
O

積

言曲

る
と
に
よ
っ
て
は
動
か
ぬ
。

今
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
な
い
・
も
の

E
す
る
。
而
し
て
、
費
本
家
の
需
要
比
率
は
宮
崎
、
L
3
で
あ
る
と
す
Z
C
然

る
時
に
は
、
車
純
再
生
産
と
憤
張
再
生
産
と
の
差
は
、
前
者
の
場
合
に
は
、
3
n鈴
Z
M
+札
V
3
+
5
M
+
ミ"

咽

4ω+蜘出回・.-Z回HH叶
3
・ZMHm出回

羽
凶
れ
ド
帥

Z
N
+

で
あ
り
、
例
へ
ば
四
五
倍
の
旗
張
再
生
産
の
時
に
は
、
Z
H
A
b
Z
M
+止
F
Z
ω
十
野
♂
)
出
+
Z
ヘ
・

日岡山
U
〈
地
ヴ
南
町
l
宇
中
ソ

4
日

i

十一和国同)お・.-Z討
HHJNrM出回相ZNHザ
mJ
で
あ
る
と
い
ふ
貼
で
あ
る
。

A
1
そ
れ
を
、

買
敢
を
以
つ

τ表
は
す
熔

め
に
、
J
H
g
u
u
で
あ
る
と
想
定
し
ゃ
う
。
繰
る
時
に
は
、
間
半
純
再
生
産
の
時
に
は
、
3
H
凶
串
g
-
Z
N
H
S
号
、
四
一
日
桔
の

韻
輯
再
生
産
の
時
に
は
、
Z
H』

u
u
c
・
3
L
さ
で
あ
る
。
然
る
に
、
生
産
手
段
並
ぴ
に
消
費
手
段
の
各
一
皐
位
の
債

値
並
び
に
債
値
構
成
は
既
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
.

慣
諮
事
hr回
附
呂
田
中

R
E

同
串
(
}
C
0
3
+同

(}092+HOE--2Hac--

剛
、
尽
き
P

べ
十
ち
ぎ
ヘ
+
S
C
E
ヘ
H
M
g
c

園、、串
o
-
n
問、、+HCDJ、、+】CCEu、、目目。。

世
罰
鼠
帯
雨
回
開
吊
U

事『
H
E
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HU--のヘ+日MTぺ+臼
M

四回自目、HH由
印

C

890随、、+g'

司、+
g
E
閥
、
、
H白
CC

で
め
る
事
が
知
ら
れ
る
。

別
を
越
べ
る
に
際
し
て
守
ノV 周
ク失日
スの
の如
用〈
ひ 、

Tこ前
る者
表戸、は式引，、

で
め
る。

必
要
生
活
費
料
の
生
産
部
門
と
者
修
品
の
生
産
部
門
と
の
匝

今
、
三
生
産
部
門
の
生
産
物
の
債
値
所
分
と
三
生
産
部
門
の
生
産
物
に
封
す
あ
購
買
力
の
出
所
と
を
封
照
す
る

な
ら
ば
、
輩
純
再
生
産
の
時
に
は
、

恒国司
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と
な
り
、
四
百
倍
の
撰
張
再
生
産
の
時
に
は
、

構
張
再
生
産
が
営
該
生
産
部
門
の
傍
剰
慣
佐
を
以
っ
て
行
は
れ
る

も
の
と
す
れ
ば
、

さ
8
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S
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十
日
岡
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十
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串
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岡、、日守Avn九十H∞-MレJ・、、ー十山口くよ由
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L
}
4
5
〈

4
1
1〈

円
H
V

フ
も

E
ヒ

1-

瞭
張
恋
↑
ド
感
じ
て
、

各
生
産
部
門
の
比
率
が
色
々
に
決
定
さ
れ
、

ぞ
れ
に
膳
じ
て
、

L
7
L
 

Z
寸

4

生
産
物
の
償
値
が
賓
現
さ
れ
る
る
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。

る
峰
労
働
者
の
需
要
が
、
草
純
再
生
産
の
場
合
と
同
様
に
回
目
き
で
あ
る
と
言
ふ
勤
で
あ
石
。
比
の
事
は
、
後
に
、
資

本
蓄
積
率
の
襲
化
の
問
題
を
取
扱
ふ
場
合
に
、
大
な
る
意
味
を
有
す
る
事
が
明
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

勘
衣
に
、
各
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
の
異
る
場
合
を
見
る
。
即
ち
今
、

J
ム
・
2
H
f
a
E
H
V
J
H凡盟

主
ム
・
3
J
T
F
4
・
7
M
H
砕
-
』

H
主
で
あ
る
と
す
る
。
此
の
場
合
に
は
、
貨
幣
、
第
一
第
二
種
消
費
手
段
及
び
生

只
此
の
際
注
意
す
べ
き
は
、
瞭
張
再
生
産
の
場
合
に
於
げ

産
手
段
の
生
産
償
格
構
成
決
定
の
基
準
と
し
て
、
7
Q
F
+
t
p
X
8
k
r
-
G
-

X回忌(同・十

3
・
グ
工
学
園
十
M
r
x
日
邑
(
回
目
T

る
な
忍
四
つ
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

3
0
s
f
+詐
X8悶)〈H+司、v-3H〈叩r-+叶

『
時

M
H
O
-

∞
∞
由
2
C
号
宇
品
3
H
M
・
F
H
H
W

司
、
目
出
回
・
g
g
s
R
W臥

こ
れ
に
よ
っ
て
生
活
必
需
品
の
債
格
構
成
は
、

時

F
.
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で
み
の
石
。
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修
品
及
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生
産
手
段
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そ
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・
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山

F
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で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
事
は
、
単
純
再
生
産
が
行
は
れ
る
と
憤
張
再
生
産
が
行
ば
れ
る
と
に
よ
っ
て
は
動

、，
P
L
F

、。

品
H
宇

t
F
F
W

今
、
一
貨
幣
は
生
産
さ
れ
な
い
も
の
と
し
、
且
つ
、
資
本
家
の
需
要
比
率
は
凶
Z
ヘ
H
吉
田
で
あ
る
正
す
る
。
然
る
時

ド
は
、
軍
純
再
生
産
と
鱗
脹
再
生
産
と
の
差
は
、
前
者
の
場
合
に
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、
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ひ
Z
1
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で
あ
る
と
い
ふ
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で
あ
る
。

今
そ
れ
を
、

貫
教
を
以
っ
て
表
は
す
潟

め

に

、

出

回

目
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8
で
あ
る
と
想
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し
ゃ
う
。
然
る
時
に
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、
車
純
再
生
産
の
時
に
は
、
3
H
g
o
-
-
3
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宅
四
百
倍
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蹟
張
再
生
産
の
時
に
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、
3
H
M
空
-P
Z
L
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・
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然
る
に
各
生
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物
の
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の
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債
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ら
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、
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木

蓄

積

3命

第
三
十
七
巻

四

第
一
教

一
三
四

積
率
の
差
異
の
問
題
に
関
聯
し
て
呈
示
す
る
所
の
特
殊
の
問
題
は
之
れ
を
捨
象
し
て
来
た
の
で
め
る
が
、
五
で
は

A
及
び
B
項
に
於
て
捨
象
さ
れ
た
其
の
問
題
守
分
析
す
る
の
が
我
々
の
主
題
で
あ
る
。
各
種
生
産
物
の
生
産
に
要

す
る
各
種
生
産
手
段
の
比
率
の
異
る
場
合
に
つ
い
て
費
本
菩
粛
の
差
異
の
問
題
を
見
る
矯
め
に
は
、
必
然
的
に
、

生
産
手
段
の
多
種
で
あ
る
場
合
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
生
産
手
段
の
多
種
で
あ
る
事
の

呈
示
す
る
問
題
は
、
生
産
手
段
ド
ニ
種
で
あ
る
場
合
に
も
慨
に
あ
ら
は
れ
る
筈
で
め
品
。
従
っ
て
、
簡
潔
を
期
す

る
鴻
め
、
議
で
は
、
生
産
手
段
に
は
ニ
種
あ
る
も
の

2
想
定
す
る
。
費
卒
採
の
需
要
比
率
と
持
働
者
の
そ
れ
と
の

相
異
る
場
合
其
の
事
が
資
本
菩
積
率
の
差
異
の
問
題
に
関
聯
し
て
呈
示
す
る
所
の
特
殊
の
問
題
は
、
阪
に
B
項
に

於
て
取
扱
っ
た
所
で
あ
る
か
ら
、
五
で
は
之
れ
を
捨
象
す
る
。
従
っ
て
、
消
費
手
段
は
只
一
種
で
あ
る
と
す
る
。

伽
此
の
場
合
に
、
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
の
臭
っ
て
ゐ
る
事
が
、
そ
れ
の
相
等
し
い
場
合
以
上
に

提
示
す
る
所
の
特
殊
の
問
題
は
、
慨
に
こ
れ
ま
で
描
べ
つ
〈
さ
れ
た
所
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
此
の
場
合
に

は
、
我
々
は
、
専
ら
、
各
種
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い
場
合
の
み
を
分
析
す
る
に
止
め
る
。
卸

ち
今
、

f
H
E
a
g
H世

r
u凶
r
-
E
M
U
-
L随時
H叩
二

時

H叫
r
-
F
H明

、

p
u
-
-
Y
H叶
-
P
M
H山
-
P
H
O
-
-
H
h
=
』

u
g
で
あ
る

と
す
る
。
此
の
場
合
に
ほ
、
貨
幣
、
消
費
手
段
及
び
第
一
第
二
種
の
生
産
手
段
の
債
値
高
値
に
照
思
せ
る
債

ug
構
成

決
定
の
基
準
と
し
て
、

r
p
+
u
r
x
F
(
Z
5
0・
司
同
日
制
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国
、
)
・

Y
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「
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+
ω
r
z
z
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E
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F
M
H
F
+
d
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な
る
四
つ
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
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P
H
Y
F
M
H
r
r
L
-
E、L
S
U帆
で
あ
る

J

之
れ
に
よ
っ
て

各
生
産
物
の
債
値
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成
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、
い
づ
れ
も
、
学
入
N
P
F
Y
詐

x
g
n
d
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x
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で
め
る
事
が
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れ
る
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此
の
事
は
、
車
純
再
生
産
が
行
は
れ
る
と
横
張
再
生
産
が
行
は
れ
る
と
に
よ
っ
て
は
動
か
な
い
。

今
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
然
る
時
に
は
、
翠
純
再
生
産
と
蹟
張
再
生
産
と
の
差
は
、
前
者
の

例
へ
ば
四
一
日
倍
の
慣
張
再
生
産
の
場
合
に
は
、

♂
n官
目
立
♂
由
回
目
(
叩
印
M
+
吻
尚
早
日
・
.
・
∞
同
M
叩J
・
3
H
山
山
出
回
で
あ
る
と
い
r

ふ
酷
で
あ
る
。
今
そ
れ
を
、
貫
教
を
以
っ
て
表
は

場
合
に
は
.

回同H蜘
宮
崎
噂

m-H叩日出回+刷出陣・.・♂H時
間
亡

3
H
叩
♂
で
め
り
、

す
潟
め
に

国
国
+
∞
M
U
g
-
-

で
あ
る
と
想
定
し
ゃ
う
。
然
る
時
に
は
、
車
純
再
生
産
の
時
に
は
、
出
国
L
O
D
E
-
由時HMc--w

Z同
H
臼
A
}
司
号

で
め
vq
、
四
一
日
倍
の
描
張
再
生
産
の
時
に
は
、
P
L
u
g
-
P

部

u
L
G
目
立
宮
崎
“
目
問
問
・

3

で
あ
る
。

然
る
に
、
生

産
手
段
並
び
に
消
費
.
手
段
の
各
一
回
単
位
の
憤
仮
設
ぴ
に
慣
値
構
成
は
慨
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
に
よ

〉
4

、

J
4

可
a

、

担
問
審
判
明
降
悌
§
間
帯
百
存

操
縦
割
品
川
回
開
8
尋
汽
毘

目、同品目晶・4何回、+gaず回、+g-岡田吾園、H品
(
E
C
-
-

回、、-u白臼臼の回、、+白白白臼，J、、，ヤ臼∞臼・品目白岡、、HM---

日目}
{
)
q
-
H

何回、+叶N4uf、+吋N叫
凶

E-、hHhau-a

】()司(}唱の園、、+Mud-44J、、+日叶日目∞EM、、H回目白由品

回・4
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A

)

司，J+白{)申告附H山
岳
信
号

同印{}{}♂+臼udJ↓白
U
1

白目。HMM印。

で
あ
る
。

今
、
三
生
産
部
門
の
生
産
物
の
債
値
所
八
?
と
三
生
産
部
門
の
生
産
物
に
劃
す
る
購
買
力
の
出
所
と
を
封
照
す
る

な
ら
ば
、
軍
純
再
生
産
の
時
に
は
、

.... ‘ 、

8
8・吋の凶+由品目・
7-、+司自由申
f
、hHMgE-Fヘ+】臼品目・号、

問、、]臼臼臼・如何回、、+臼uu-u，、ヘ、ー十印九回出品JM、、UM--cp，吋

資

本

蓄

積

3晶

第
三
十
七
巻

五

第

披

一=一五



資

蓄

第
三
十
七
巻

占

/、

一
占
F、

積

音曲

第

耳甚

本

事副
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C
C
F
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由自由・4eJ十臼∞臼

E

臼f、、+白{}号♂+由
g
E
f、ー十臼日目白色】、、+印{)号一'M

と
な
り
、
四
一
日
倍
の
藤
張
再
生
産
の
時
に
は
、

撰
張
再
生
産
が
嘗
該
生
産
部
門
の
憐
剰
債
値
を
以
っ
て
行
は
れ
る

も
の
と
す
れ
ば
、

同、凶円、{)申
-
M
O

回、+凶BAH-印hVの回、l十叶凶叶臼，J、+AXw-HhvJ、+∞由自・白
f
、H
同国{)由回一戸内回、ー十闘争防印lvf、ー十回(}坦()由♂、、+坦坦回いへ、

問、、HO司A)-Df、、+由由同怯♂、、卜凶斗回-3J、、+凶AF∞いrf、、+]広∞∞
-
J
、、
H
]
印()司一♂十回出品

ι炉内同

一戸印(}号。悶+同日山由品レ♂十日一吋印♂十∞品FVJ↑回。血叩
F
H
J
1
M
山、円少、、+品由Hhvq、ト同dJ山叶♂、、+甲山∞f、、
y
r
M

叶印
-
d

+臼品'』hvJ十日ロ晶宮内回、ムヤエ∞・∞グ、、ー十回{〕串gJ

l叫

L
L
な
る
。

円

μ
、，、

白
U
+
L
V
F

瞭
張
悲
T
r
b

肱
じ
T
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そ
れ
に
麿
じ
て
、

各
生
産
部
門
の
比
率
い
か
色
々
に
訣
定
さ
れ
、

五
で
も
、

生
産
物
の
債
値
が
貰
現
さ
れ
得
る
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
高
回
数
授
は
、

「
四
百
倍
の
撰
張
率
の
場
合
に
は

第
一
・
部
門
の
会
費
本
の

N-伊
沢

が
消
費
手
段
生
産
の
た
め
の
生
産
手
段
を
生
産
す
る
た
め
に
、

単
純
再
生
産
の

場
合
に
は
お
坤
wh

同
様
な
る
勢
働
の
生
産
力
、

同
様
な
る
生
産
技
術
の
下
に
於

が
同
様
の
目
的
に
ひ
け
ら
れ
る
。

て
如
何
に
し
て
こ
れ
が
可
能
で
ゐ
ら
う
か
。

一
方
で
は
消
費
財
生
産
の
た
め
に
生
産
財
を
供
給
す
る
産
業
の
不
麗

資
本
塁
。
帯
、
の
た
め
に
、
生
産
手
段
生
産
の
潟
に
生
産
手
段
を
供
給
す
る
産
業
の
不
盤
費
本
N
U
E
主
ヘ
を
要
す

る
の
に
、
他
方
で
は
前
者
】
同
日

M
F、
、
の
第
に
後
者
僅
に
凶
8
3
2、
を
要
す
る
と
言
ふ
こ
と
が

Y

同
じ
き
勢
働
の
生

産
力
の
下
に
於
て
如
何
に
し
て
可
能
で
め
る
れ
」
と
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
新
〈
主
張
せ
ら
れ
る
場
合
、
教
授
は
A

各
種
生
産
部
門
の
比
率
が
「
勢
働
の
生
産
力
」
だ
け
で
は
決
定
さ
れ
な
い
事
を
、
事
買
上
看
過
し
て
は
居
ら
れ
な

い
で
あ
ら
ら
か
。
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